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はじめに 

教育の質は教員の質に依ると言われ、看護師等養成所（以後「養成所」という）におい

ては、特に教育のリーダー的役割を果たす教務主任の能力が重要であり、国は教務主任 

養成講習会（以下「講習会」とする）の受講を推奨しているが、平成 25 年度の実態調査

ではその受講率は 19.7％1）であった。これを受けて、一般社団法人日本看護学校協議会

（以下「当協議会」という）は、平成 27 年度から平成 29 年度（平成 30 年 3 月終了）   

まで 3年間、「教務主任養成講習会ガイドライン」に則った講習会（Ver.1）を短期集中・

分散型で開催し、3 年間で 70 名の修了者を輩出したが、目標としていた修了者数には  

ほど遠かった 2）。そこで、前述の要因や調査等 3）から内容や方法を見直し、eラーニング

と対面演習を組み合わせた形で、令和元年度に「日本看護学校協議会認定教務主任養成  

講習会（Ver.2）」をモデル事業として開催した。厚生労働省がこのカリキュラムを認定し

たことをうけ、令和 2 年度からは「日本看護学校協議会教務主任養成講習会」と名称を 

変更し、学んだ者が後輩の指導にあたるという屋根瓦方式を取り入れた 2 年制で実施し、

令和７年度末で約 240名が修了予定である。 

しかし、18 歳人口の減少による入学生の減少や看護教員の不足等、看護師等養成所を

取り巻く現状は楽観できるものではない。また、講習会の受講者数は年々減少傾向であり、

令和６年度には東京と大阪との２か所開催としたが、受講者数の増加には結び付かなかっ

た。そこで、研究４）結果から期間や内容を見直し、令和 8年度からは、受講期間を 1年間

とし、eラーニングと対面演習を組み合わせた形で実施する（Ver.3）。 

このような時代だからこそ、看護や教育の本質を見つめなおし看護師等養成所の役割を

再考する中で、慣習にとらわれず新しい看護教育の在り方を探求できる人材が必要で  

ある。「これから」の看護教育を創る仲間との出会いは何にも変えられない財産である。

その財産は、教育的関りを通して学生に浸透し、人々の健康の維持・向上へと寄与できる

ことを願っている。 

令和 7年 12月 日本看護学校協議会 会長 水方智子 

1）一般社団法人日本看護学校協議会の会員校における「教務主任研修受講状況と今後の受講計画に  

関する調査」平成 25年度実施 対象 473課程 回答 239課程（回収率 50.5％）報告書あり 

2）令和元年 10月 15日厚生労働省「看護基礎教育検討会報告書」 

3）一般社団法人日本看護学校協議会「看護教員・実習指導者の養成及び継続教育の今後のあり方に  

関する調査」報告書 平成 29年（2017）年 3月 

４）水方智子他：厚生労働行政推進調査事業費補助金地域医療基盤開発推進研究事業 分担研究 C  

「専任教員講習会・教務主任養成講習会の実態調査」令和５年 
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教 育 課 程 
 

Ⅰ．教育目的 
 
  社会的使命を認識し、看護と教育の優位性を再確認できる省察的実践者を育成する。 

 

Ⅱ．目指すべき人材像 
 
  社会の変動に即し、看護と教育の本質に照らして、創造的にカリキュラムをマネジメント 

出来る人。 

 

Ⅲ．修了認定の方針 

１．看護や教育の本質に照らして、自己の実践を省察できる。 

２．「学びの共同体」の熟成に向け、チャレンジができる。 

３．看護教育者として、自分の能力や価値を高めることができる。 

 

Ⅳ.教育課程編成・実施の方針 

1．「看護の本質」・「リフレクション」・「ケアの倫理」・「学びの共同体」を key 概念として構築。 

２．業務に支障がない範囲で学修できるように、「ｅラーニング」と「対面授業」で構築。 

 

Ⅴ.受講生受け入れ方針 

１．看護教育の質向上にむけて、チャレンジしようとする意志がある人 

２．学びの共同体の熟成にむけ、講師や受講生等と一緒に努力ができる人 

 

Ⅵ．主催 
 
  一般社団法人 日本看護学校協議会          

   

Ⅶ．開催期間・講義時間（対面授業のみ） 

１．開催期間       令和 8（2026）年 4 月～令和 9（2027）年 1 月末日 

２．修業期間       1 年間 

３．開催方法       e ラーニングと対面授業を組み合わせた形で実施 

４．講義時間（対面のみ） 午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分（1 日 8 時間） 

              ※原則として土・日曜日、祝祭日は開講しないが、 

特別講義等の場合はこの限りではない、 

５．対面授業期間（予定） 夏期：令和 8 年 7 月 21 日（火）～8 月 20 日（木）のうち 20 日間 

              冬期：令和 8 年 12 月 14 日（月）～18 日（金）又は、 

12 月 21 日（月）～12 月 25 日（金）のうち 4 日間 

                 令和 9 年 1 月 4 日(月) ～1 月 8 日（金）のうち 4 日間 

 

Ⅷ：講習会場 （対面授業のみ） 

   学校法人岩崎学園 横浜実践看護専門学校 

〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 2-4-18 TEL045-474-0573  

       （JR 横浜線、東海道新幹線「新横浜駅」北口より 3 分 

         横浜市営地下鉄ブルーライン「新横浜駅」8 番出口より徒歩１分）  
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Ⅸ：授業科目・時間数・教育方法 

※途中で変更する可能性はあります 

区分 教育内容 科目（方法） 単位 時間 開講時期 授業内容 

専

門

分

野 

看 護 教 育 

方法・評価 

看護教育方法・ 

評 価 開 発   

（ｅラーニング） 

１ 15 9～11月 効果的な教育実践のため、教育方法に

関する最新の知見を深め、教育目的・ 

目標に合致した教育活動が展開されて

いるかを評価するための方法及び評価

結果に基づく改善策に関する知識を 

深める。 

看護教育方法・ 

評 価 開 発 演 習    

(対面授業) 

１ 30 12月 

 

自己の指導を振り返り、看護を学ぶた

めの教育方法や評価を開発する力を 

養う。 

看 護 教 育 

課程開発 

看護教育課程開発

（ｅラーニング） 

2 30 4～7月 最新の動向を踏まえて看護教育課程を

多角的に分析し、新たな 教育を追究す

るとともに、領域 横断も含めた柔軟な

教育課程を開発するために必要な  

知識・技術を学ぶ。 

看護教育課程開発

演習（対面授業） 

３ 90 7～8月 看護の本質に照らして、これからの 

社会に求められる看護職者を育成する

ための看護教育課程を開発する力を  

養う。 

看 護 学 校 

経営論 

看護学校経営論  

（ｅラーニング） 

2 30 4～7月 学校経営の基礎及び教育機関として 

望ましい経営・運営の方法を学ぶ。 

看護学校経営論演

習（対面授業） 

2 60 8月,12月 

 

学びの共同体を構築しながら、組織の

課題を解決する力を養う。 

 

関

連

分

野 

リーダー論 リ ー ダ ー 論   

（ｅラーニング） 

1 15 

 

9～11月 組織において指導的役割を果たすため

の基礎を学ぶ。 

リーダー論演習 

（対面授業） 

１ 30 1月 看護基礎教育のカリキュラム全体を見

つめなおし、組織の目標が達成できる

具体的なプランを教務主任の立場から

構築出来る力を養う。 

合 計 13 300   

  

Ⅹ．その他 

１．開講式・受講オリエンテーション：令和 8 年 4 月 11 日（土）Zoom オンライン開催 

２．修了式：令和 9 年 3 月中旬、対面にて開催予定 
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募 集 要 項  

 

１． 募集人員  60名   

 

２． 応募資格 

 

 

 

 

 

 

３．応募要件 

   1）本講習会の目的を理解し、対面授業に出席できる者 

2）当会が定めた「Ⅴ.受講生受け入れ方針」に相応する者 

 

４．応募区分 

    応募区分は、施設推薦による応募と一般応募の 2種類とする。施設推薦とは、現在所属する  

教育機関の長による推薦を受けて応募することをいう。その他の応募者は一般応募とする。 

 

５．応募手続き 

 １）提出書類 

  下記内容を確認のうえ、協議会ホームページ上のマナブルの指定書式に入力・提出する。 

  なお、書式指定のない書類は、PDF処理のうえ提出する。 

提出区分 施設推薦 一般応募 

共通の提出書類 １ 個人調査書（氏名、住所、勤務先、志望動機、学歴、職歴等） 

 様式１ 写真不要 

２ 保有する保健師、助産師、看護師免許証の写し ※１ 

３ 教育に関する履修証明書 （任意書式） ※２ 

４ 小論文 ※３ 

５ 既修得単位認定申請書 （希望者のみ）様式３ ※４ 

応募区分別提出書類 １ 推薦書  様式２ １ 在職証明書 ※５ 

※１ 写しのサイズは A４とし、裏面記載があれば裏面もコピーする。また、籍訂正・再交付      

手続き申請中の場合は、保健所長が発行する証明書を添付する。 

  ※２  看護教員養成講習会修了証の写し、または大学若しくは大学院で履修した教育に関する  

科目が確認できる成績証明書と卒業証明書の提出 

  ※３ 小論文テーマ「今看護基礎教育に求められることとは」 

     Ａ４サイズ（40字×40行、10.5ポイント設定）1枚に記載する。 

   ※４ 大学院で履修した科目の既修得単位認定を希望する者は、本講習会指定の用紙に必要 

 事項を記載のうえ、教育内容を示すシラバスを提出する。 

※５ 在職期間、勤務（従業）形態を証明できるものであれば、書式は問わない。 

   現在就業中の施設で 3年以上就業し、推薦を受ける場合は省略できる。 

1）看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン第五の 1の（1）、（2）、（3）、又は 

(4)の何れかに該当する者で、専任教員として令和 8年 3月 31日の時点で 3年以上勤務した者 

2) 保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所及び准看護師養成所の教務主任、指導責任者の職に

ある者または、その職に就くことを希望する者 
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２）出願期間 

  令和 8年 1月 5日（月）～令和 8年 1月 23日（金）23時 59分まで 

※ 出願書類が不備の場合は受け付けない。 

※ 提出された出願書類は返却しない。 

※ 情報は、受講生の審査および本講習会の教育活動のために利用し、その他の目的に

は利用しない。 

 

 

３）審査方法及び結果の通知 

⚫ 審査は、提出された書類による審査とする。 

⚫ 審査結果については、令和 8年 3月 2日（月）までに所属長(または勤務予定の養成所

の長）、本人へメール、または郵送で通知する。 

４）受講料納入について 

⚫ 全科目の単位数：13単位 

⚫ 納入金 1単位 21,000円×13単位＝273,000円 

※ 受講料は、原則として一括納入とする。 

※ 納入方法の詳細については、受講決定通知書に同封される書類を確認すること。 

※ 一度納入された受講料は返却しない。 

   

５）修了証書の交付 

    本講習会の単位修得認定及び修了認定(13単位修得)は、修了認定に関わる規定に基づき 

    交付する。 

 

６）その他 

（1）対面授業に関わる宿舎は各自で手配すること。 

（2）各自でノートパソコンを準備すること。 

（3）受講に関する連絡は Google classroomを利用して配信を行うため、基本操作については    

習得しておくこと。また、すでに Gmail アドレスを取得している人は、出願書類〔様式１   

個人調査書〕に記載すること。 

 

 

 

 


